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Agenda	

	

　　1.　名古屋大学のファシリティマネジメント	

　　2.　国立大学附属病院のFMベンチマーク	

　　3.　病院経営におけるＦＭの可能性	

1.　名古屋大学のファシリティマネジメント	
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ファシリティの管理サイクル	 

プロジェクト管理	 
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ファシリティを通じた経営活動	 

伝統的施設管理とＦＭの対比�

管理の性格��    現場管理的 �   �     経営戦略的�

主な目的����維持保全�                 戦略→PM→運営維持→評価�

管理視点����問題施設�                 全固定資産・ワークプレイス�

対象時点����保有施設の現状          ライフサイクル・将来施設�

                               （現在）����� （現在から未来へ） �

関連知識���   建築・不動産�           建築・不動産・経営・財務�

・技術������������          組織・環境・その他関連 �

�������   ���������    特に情報技術�

担当組織����総務・施設等（単一）部門横断的（複合）�

　 項　目　     伝統的施設管理   ファシリティマネジメント	

名古屋大学・東山キャンパス概要	 
＜全学＞ 
敷地面積：3,183,641m2 
施設面積：  602,423m2 
建物棟数：      約350棟 
教職員数　：　3,320人 
学生数　：　 16,497人 

＜東山キャンパス＞ 
敷地面積：698,380m2 
施設面積：412,715m2 
建物棟数：     246棟 
教職員数：　1,950人 
学生数　： 13,999人 

医学部を除く 
８学部 
５独立研究科 
３研究所　など 

＜全学＞	
敷地面積：3,151,385m2	

施設面積：  721,074m2	

建物棟数：      約351棟	
教職員数　：　3,868人	
学生数　：　 16,118人	

＜東山キャンパス＞	
敷地面積：698,380m2	

施設面積：420,707m2	

建物棟数：     247棟	
教職員数：　2,307人	
学生数　 ： 13,690人	
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大学におけるFMサイクル �

Campus Planning and Management Office , Nagoya University 

施設をつくる組織から経営資源として使う組織へ 

戦略・計画 
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プ
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統括�
マネジメント 

建物建設	 
大規模改修	 
・基本計画	 
・実施設計	 
・工事監理	 
・インテリア	 
・移転 

• 品質評価 
• 財務評価 
• 供給評価 

経営戦略	 

• 維持保全 
• 運用管理 

Plan	 

Do	 
Check	 

Action	 

中期目標・中期計画 

新たな財源の確保 

施設点検評価 

施
設
運
営
費
の
適
正
化 

マスタープラン 

●マスタープランとは、複数の建築群をもつ大学が、その運営理念に 
　基づき合意形成した長期にわたって尊重すべきキャンパスの整備方針 
• CMP95：デザインガイドライン 
• CMP97：都市や地域との共生 
• CMP01：大学憲章に基づく全学的協力 
• CMP05：FMによる大学経営への貢献 

→不変的に継承すべきものに蓄積を重ね進化を続ける 

ＣＭＰ（一次案）1995 ＣＭＰ　2001 ＣＭＰ　1997 ＣＭＰ　2005 

名古屋大学キャンパスマスタープラン �

中期目標 
中期計画 
年度計画 

施設運営費の適正化 ＦＭコンソーシアムによる実行計画	 
●国公私立大学連携によるＦＭ研究会実施とＦＭ専門教育の提供 

2.　国立大学附属病院のFMベンチマーク	

業績比較ーＰＬ（損益計算書） 
・平成17年度の公開財務諸表を基に、旧帝国大学を中心にベンチマークを行なった 
・名古屋大学の収益構造として約５０％を運営費交付金に依存 
・附属病院収益が約２０％と続く 
・年毎の運営費交付金削減への対処が課題 

　経常収益構成	 
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・費用構造としては人件費が大きく約５０％ 
・次いで診療経費、研究経費と続く 
・施設運営費（約４０億円）は各経費に案分されている 

　経常経費構成	 

業績比較ーＰＬ（損益計算書） 
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附属病院業績比較ーＰＬ（損益計算書） 
・附属病院の収益を同様にベンチマークする 
・収益の内訳としては、２割程度を交付金収入に依存している 

収益内訳
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・附属病院経費中、人件費以外の費用で、材料費、設備関係費、委託費となっている 

経費内訳（人件費以外）
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附属病院業績比較ーＰＬ（損益計算書） 

材料費
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１）材料費内では、医薬品費がおよそ6割を占める 

附属病院業績比較ーＰＬ（損益計算書） 

設備関係費
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２）設備関係費の8割強は減価償却費が占める 
附属病院業績比較ーＰＬ（損益計算書） 

３）ファシリティに関わる委託費の中で、清掃・保守委託費はおよそ２割を占める 

委託費
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附属病院業績比較ーＰＬ（損益計算書） 
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４）その他経費では、水道光熱費が最も高く約５割を占める 
経費
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損害保険料

保守費

福利厚生費
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通信運搬費
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印刷製本費
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附属病院業績比較ーＰＬ（損益計算書） 
・名古屋大学にみる費用構造を例に、附属病院の費用構造を分析する 

附属病院費用構造分析 

自己収入�

運営費交付金�

附属病院収入	

200億円�

附属病院交付金	

50億円�

特定運営費交付金他�

一般診療経費	

230億円�

借入金償還経費�

一般管理費	

学部大学院経費	


	

特別教育研究経費他�

病院人件費	

約5割 100億円 	


人件費	

5割�

教育研究経費�

一般診療経費	

約130億円�

材料費50％	

内6割	

医薬品費�

施設管理費20％	

内8割	


減価償却費�

委託費20％	

内2割	


清掃・保守費�

その他10％	

内5割水光熱費�借入金償還経費�

材料費	

物品管理	


30%	


施設管理費	

減価償却費	


16% 	


清掃・保守費	

4%	


水光熱費	

5%	


管理可能費	

合計比55％�

外部資金等�

収入� 支出� 附属病院コスト構造�

病院経営におけるＦＭ施策�

●物流物品管理の仕組み（スペースマネジメント）	 
　・院内動線計画、スペース最適配置	 
　・セキュリティ対応	 
　・業務効率改善�

ＦＭ施策�

材料費	

物品管理	


30%	


施設管理費	

減価償却費	


16% 	


清掃保守費	

4%	


水光熱費	

5%	


管理可能費	

合計55％�

●資産管理の仕組み（アセットマネジメント）	 
　・減価償却方法ーCFマネジメント	 
　・リースの仕組み	 
　・減損会計対応	 
　・CAFMによる建物資産管理�

●ファシリティコストの削減（コストマネジメント）	 
　・委託費用／委託業者の見直し	 
　（エネルギー／警備／清掃）	 
　・LCC中長期修繕計画を立案、不具合残存率FCIを計算	 
　・一括発注、一元管理の方式、アウトソーシング�

3.　病院経営におけるＦＭの可能性	

　　病院経営におけるファシリティマネジメント戦略 
「病院が医療活動のために施設とその環境を総合的に 
　企画・管理・活用する経営活動」 
　 
 
　　『病院経営に効果をもたらす施策を計画実施していく』 
 
 
 

　　■最適ファシリティ配置（病院建物カルテ） 
　　■運営維持の最適化（統括管理）  
　　■管理情報の一元化（ＣＡＦＭ） 
　　■目標管理-管理標準の設定（品質／財務／供給） 
　　■キャッシュフローに基づく運用の精査（収益構造） 

病院経営におけるＦＭの可能性	

経営者　	

　企画立案	 

運営維持	

      利用者　	

Plan	

Do	
Check	

Action	

病院ファシリティ	

評価	
改善	 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ管理	

■最適ファシリティ配置（病院建物カルテ） 
・施設管理状況の把握と最適配置の検討（病床＠㎡＋動線計画） 
・施設整備の優先度（アクションプラン）の策定 
■運営維持の最適化（統括管理）  
・統括マネジメントの導入検討（窓口一元化によるコスト削減） 
・発注形態とアウトソーシング企業の見直し（リネン、産廃、検体検査、 
　院内清掃、ガス設備点検、機器保守、院内情報システム） 
■管理情報の一元化（ＣＡＦＭ） 
・統括マネジメントデータ管理（図面から資産管理まで） 
■目標管理-管理標準の設定（品質／財務／供給） 
・利益目標／サービス品質目標／スペース目標 
■キャッシュフローに基づく運用の精査（収益構造）  
・継続的な投資計画とマーケティングプラン 
   →施設運営費分析ー最適LCCの算定　 
   →医療サービスの品質向上を目指して 

病院経営におけるＦＭの可能性	


